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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第32期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第31期

会計期間

自　平成21年
　　１月21日
至　平成21年
　　４月20日

自　平成20年
　　１月21日
至　平成21年
　　１月20日

売上高(注)１ (百万円) 12,346 41,393

経常利益 (百万円) 762 1,341

四半期(当期)純利益 (百万円) 650 590

純資産額 (百万円) 14,215 13,558

総資産額 (百万円) 33,251 37,758

１株当たり純資産額 (円) 685.70 654.01

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 31.39 28.47

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益(注)２

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 42.8 35.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,402 5,697

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 215 3,082

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 4,320 △ 7,112

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 8,120 5,823

従業員数 (名) 578 597

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年４月20日現在

従業員数(名)
578
(146)

(注) １．従業員数は、就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人数（１日８時間換算）であ

ります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年４月20日現在

従業員数(名)
568
(146)

(注) １．従業員数は、就業人員数であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人数（１日８時間換算）でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループでは、業務上生産及び受注の状況の区別が困難であることから、省略しております。地域

別等の販売実績は、次のとおりであります。
　

　

当第1四半期会計期間
（平成21年１月21日から
    平成21年４月20日まで）

販売戸数(戸) 金額(百万円)

北海道 72 855

長野県 44 624

青森県 41 532

福岡県 33 455

茨城県 28 371

山梨県 26 368

兵庫県 28 367

福島県 32 351

埼玉県 25 348

山口県 28 318

栃木県 25 284

宮城県 22 281

大分県 22 274

群馬県 23 272

島根県 21 267

三重県 17 257

秋田県 24 248

高知県 19 239

熊本県 23 238

静岡県 17 234

その他の地域等 322 4092

中古住宅再生事業計 892 11,273

収益物件運営事業計 ― 879

そ の 他 事 業 計 ― 193

合計 892 12,346

　
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間（平成21年１月21日～平成21年４月20日）におけるわが国経済は、景気

が急激に悪化し、実体経済への影響が顕在化してきました。また、家計においても、雇用情勢の悪化、個

人所得の低迷等により、消費マインドは冷え込み、経済全体としても厳しい状況が続いております。

  不動産業界におきましても、世界的な金融市場の混乱により金融機関において不動産関連融資が急

速に縮小したことで資金繰り悪化の影響を受け、不動産業者の破綻、景況感の悪化に伴う消費者の買い

控え等、厳しい状況でありました。消費者においては所得環境の低迷や雇用不安などの先行きに対する

不安から今まで以上に割高なものや高級志向からより価格が安くて良い住宅を厳選して購入する傾向

が強くなっております。

  こうした環境の中、当社グループは中古不動産再生事業を経営の柱として「安くて良い」をテーマ

に、厳選した中古住宅を提供するため、仕入れの厳格化、リフォーム企画の研究を重ね、低価格帯でかつ

良い住宅を提供することに努めてまいりました。その一方で、当社グループでは、在庫回転率を高めつ

つ粗利率の確保を行い、収益物件については早期販売を行うことで財務体質の強化を図ってまいりま

した。

  この結果、当社グループの当第１四半期連結会計期間の売上高は12,346百万円、営業利益は942百万

円、経常利益は762百万円、四半期純利益は650百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（中古住宅再生事業）

　当社グループの主たる事業であります中古住宅再生事業の販売は、価格の下落基調が続く中、堅調に

推移しており、地方においては戸建住宅の根強い人気が続いております。一方で仕入につきましては雇

用情勢の悪化、所得環境の低迷等の不透明な状況が続く事を想定して、商品の高回転率を視野に入れた

物件の調査、評価、リフォーム企画を行い、低価格でリスクの少ない物件を厳選して仕入れてまいりま

した。

  その結果といたしまして、当第１四半期連結累計期間において戸建住宅の販売戸数は892戸となりま

した。仕入につきましては、当第１四半期連結累計期間で321戸となりました。当該仕入の内訳といたし

ましては、不動産競売市場による仕入戸数は223戸、また、不動産任売市場による仕入戸数は98戸となり

ました。

  以上の結果、中古住宅再生事業の売上高は11,273百万円、営業利益1,142百万円となりました。

（収益物件運営事業）

　収益物件の販売状況は不動産市況の悪化を受けて引き続き厳しい状態が続いております。購入される

方は一部の富裕層に限られており、市場動向を見据えながら価格改定を行い、早期販売活動に努めてお

ります。以上の結果、収益物件運営事業の売上高は879百万円となり、営業損失225百万円となりました。

（その他事業）

　住宅ローン貸出事業につきましては、繰上げ返済の促進や物件評価、属性等をより厳格化してリスク

軽減を図り、財務体質の強化に努めてまいりました。また、賃貸収入事業につきましても景気悪化によ

る派遣社員の大量解雇等の影響で厳しい状況になっており、家賃価格の改定や契約条件の変更等の施

策を行っております。

  以上の結果、その他事業の売上高は193百万円となり、営業利益120百万円となりました。
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貸借対照表の状況

回次
第32期
第１四半期

第31期 増減

決算年月日 平成21年４月20日現在 平成21年１月20日現在 　

資産の部（百万円） 33,251 37,758 △ 4,507

負債の部（百万円） 19,036 24,199 △ 5,164

純資産の部（百万円） 14,215 13,558 657

　

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ4,507百万円減少し33,251百万円

となりました。これは、販売活動等によるたな卸資産6,642百万円の減少及び現金及び預金2,297百万円

の増加によるものであります。

  また、当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、短期借入金1,314百万円及び長期借入金1,862円の

減少、社債1,144百万円の減少により、前連結会計年度末に比べ5,164百万円減少し19,036百万円とな

り、当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、四半期純利益の計上等により利益剰余金が増加し、

14,215百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ2,297百万円増加し、8,120百万円となりました。

    （営業活動によるキャッシュ・フロー）

        営業活動によるキャッシュ・フローは、主に販売活動等によるたな卸資産6,642百万円の減

　　　少、税金等調整前四半期純利益1,535百万円により、6,402百万円の増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

    投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の売却によるものであり、215百

　万円の増加となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

    財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金1,314百万円の減少、長期借入金1,862

  百万円の減少、社債の償還による支出1,144百万円により、4,320百万円の減少となりまし

  た。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

  また、第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年４月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年５月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,025,00021,025,000
名古屋証券取引所
(セントレックス)

単元株式数
100株

計 21,025,00021,025,000― ―

(注) １. 提出日現在の発行数には、平成21年５月１日から第１四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

   発行された株式数は、含まれておりません。

     ２. 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

  会社法第236条、第238条及び239条の規定に基づき発行した新株予約権付社債は、次のとおりであり
ます。

2011年満期ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債(平成18年11月２日発行)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年４月20日)

新株予約権付社債の残高(百万円) 4,625 (注)１

新株予約権の数(個) 925 (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) (注)２

新株予約権の行使時の払込金額(円) (注)３

新株予約権の行使期間
平成18年11月13日～平成23年10月21日の営業終了時
(ルクセンブルグ時間) (注)４

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価額          1,512 (注)５
資本組入額          756

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
会社法第254条の２項及び第３項の定めにより本社債
と本新株予約権のうち一方のみを譲渡することはでき
ない。

代用払込みに関する事項
新株予約権の行使に際して出資される財産の内容は、
本新株予約権の行使に際して、当該本新株予約権に係
る本社債を出資するものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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(注) １. 当第１四半期連結会計期間において、本新株予約権付社債の各所持人の請求により、本社債の一部を償還した

ため、当初発行価額の9,000百万円より変更となっております。

また、これに伴い、新株予約権の数も当初の1,800個より変更となっております。

２. 本新株予約権の行使により当社が当社普通株式を新たに発行又はこれに代えて当社の保有する当社普通株式

を移転（以下、当社普通株式の発行又は移転を「交付」という。）する数は、行使請求に係る本社債の払込金

額の総額を下記（注）３(2)に定める転換価額で除した数であります。但し、行使により生じる１株未満の端

数は金銭により精算するものとします。

３. (1)本新株予約権１個の行使に際して出資される財産の価額は、各本社債の払込価額と同額であります。

    (2)本新株予約権の行使に際して交付する株式１株あたりの出資される財産の価額は、当初1,890円であり 

   ます。

    (3)転換価額は、本新株予約権付社債の発行後、当社が当社普通株式の時価を下回る払込金額で当社普通株

   式を発行し、又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合には、次の算式により調整するものとし

   ます。

   なお、次の算式において「既発行株式数」は当社の発行済普通株式（当社が保有するものを除く。）の

   総数をいいます。

　
　 　 　 　

既発行株式数＋
新株発行(処分)株式数×１株あたり払込金額

調整後転換価額＝調整前転換価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数

　また、転換価額は、当社普通株式の分割又は合併、当社普通株式の時価を下回る価額をもって当社普通
  株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付されるものを含む。）の発行が行われる場
  合、その他一定の事由が生じた場合にも適宜調整するものとします。

４. (A)当社の選択により本社債を繰上償還する場合には、償還日以降、(B)当社は本社債につき期限の利益を喪失

した場合には、期限の利益を喪失した時以降は、本新株予約権を行使することはできないものとします。

５. 発行価格は、平成19年11月19日に本新株予約権付社債の発行要項に規定された転換価額の修正条項の適用に

より、当初1,890円より1,512円へ変更となっております。
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(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年１月21日～
平成21年４月20日

― 21,025― 3,778 ― 3,640

　

　

(5) 【大株主の状況】

　

当第１四半期会計期間において、須田忠雄氏及び須田力氏から平成21年２月27日付で変更報告書が提

出され、同報告書によれば、平成21年２月24日現在で以下の株式を保有しているとされていますが、株主

名簿の記載が確認できないため、当社として当第１四半期会計期間末における実質所有株式数の確認が

できておりません。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式数に対する 
所有株式数の割合（％）

須田　忠雄 群馬県桐生市 36,332 17.28

須田　力 群馬県桐生市 35,453 16.86

（注）１．Prospect Asset Management,inc.から、平成21年２月26日付で提出された大量保有報告書により平成21年２

月23日現在で2,930,878株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第１四半期会計期間末

における実質所有株式数の確認ができないため、大株主の状況には含めておりません。なお、Prospect Asset

Management,inc.の当該報告書の内容は以下のとおりであります。

　　大量保有報告書　Prospect Asset Management,inc.

　　代表者　CIO（チーフインベストオフィサー）　カーティス　フリーズ

　　住所　6700　Kalanianaole Hwy,Suite 122,Honolulu HI 96825 U.S.A

    保有株式数　2,930千株

　　発行済株式総数に対する所有株式数の割合※１　13.48％

　　※１　保有株式数及び所有株式数の割合には、保有潜在株式数を含んでおります。

 

２．パーマル・ロング・ファンズから、平成21年２月27日付で提出された大量保有報告書により平成21年２月23

日現在で、1,162,105株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第１四半期会計期間末に

おける実質所有株式数の確認ができないため、大株主の状況には含めておりません。なお、パーマル・ロング

・ファンズ の当該報告書の内容は以下のとおりであります。 

　　大量保有報告書　パーマル・ロング・ファンズ　 

　　代表者　マイケル　マクドナー　 

　　住所　ルクセンブルグ国、郵便番号L-1855、ルクセンブルグ市、アベニュー・ジェイ・エフ・　

　　　　　ケネディ、49．ステート・ストリート・ルクセンブルグ・エス・エー気付　　　　　　

　　保有株式数　1,162千株 

　　発行済株式総数に対する所有株式数の割合※２　5.45％ 

　　当該株券等の所有者であるProspect Asset Management,inc. との間の投資一任契約に基づく保有。

　　なお、Prospect Asset Management,inc.は別途当該株券等の所有者として、大量保有報告書及び

　　変更報告書を提出しております。

　　※２　保有株式数及び所有株式数の割合には、保有潜在株式数を含んでおります。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年１月20日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年４月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　 

293,200
― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式　　　　 

20,731,700
207,317 ―

単元未満株式
 普通株式　　

100
― ―

発行済株式総数  　　21,025,000― ―

総株主の議決権 ― 207,317 ―

(注)　「単元未満株式」には当社所有の27株が含まれております。

「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権２個）

が含まれております。

② 【自己株式等】

　 　 平成21年４月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社やすらぎ

群馬県桐生市美原町　　４
番２号

293,200― 293,200 1.39

計 ― 293,200― 293,200 1.39

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
２月 ３月 ４月

最高(円) 100 82 96

最低(円) 69 62 68

(注)　株価は、名古屋証券取引所（セントレックス）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動について、該当事項はあ

りません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成21年１月21

日から平成21年４月20日まで)に係る四半期連結財務諸表について、清友監査法人により四半期レビューを

受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※１
 8,620

※１
 6,323

売掛金 69 63

販売用不動産 ※１
 14,640

※１
 19,898

仕掛販売用不動産 ※１
 1,051

※１
 2,718

貯蔵品 ※３
 7

※３
 249

前渡金 771 339

営業貸付金 ※1, ※4
 4,285

※1, ※4
 4,338

繰延税金資産 420 380

その他 462 518

貸倒引当金 △406 △410

流動資産合計 29,923 34,421

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※3, ※5
 1,512

※1, ※3, ※5
 1,434

土地 ※1, ※3
 1,547

※1, ※3
 1,607

その他（純額） ※3, ※5
 47

※3, ※5
 52

有形固定資産合計 3,107 3,094

無形固定資産

その他 30 31

無形固定資産合計 30 31

投資その他の資産

その他 195 214

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 191 210

固定資産合計 3,328 3,337

資産合計 33,251 37,758
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 291 622

短期借入金 ※１
 1,378

※１
 2,692

1年内返済予定の長期借入金 ※１
 8,948

※１
 10,724

1年内償還予定の社債 4,847 6,687

未払金 592 876

未払法人税等 930 489

製品保証引当金 225 222

その他 555 456

流動負債合計 17,768 22,771

固定負債

社債 － 60

長期借入金 ※１
 795

※１
 881

役員退職慰労引当金 283 279

その他 188 207

固定負債合計 1,267 1,428

負債合計 19,036 24,199

純資産の部

株主資本

資本金 3,778 3,778

資本剰余金 3,640 3,640

利益剰余金 7,675 7,018

自己株式 △877 △877

株主資本合計 14,218 13,560

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2 △1

評価・換算差額等合計 △2 △1

純資産合計 14,215 13,558

負債純資産合計 33,251 37,758

EDINET提出書類

株式会社やすらぎ(E04016)

四半期報告書

14/25



(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年１月21日
 至 平成21年４月20日)

売上高 12,346

売上原価 9,881

売上総利益 2,464

販売費及び一般管理費 ※
 1,522

営業利益 942

営業外収益

受取利息 2

受取手数料 8

受取賃貸料 2

その他 6

営業外収益合計 20

営業外費用

支払利息 89

シンジケートローン手数料 102

その他 8

営業外費用合計 200

経常利益 762

特別利益

固定資産売却益 37

受取保険金 11

貸倒引当金戻入額 5

社債償還益 755

特別利益合計 809

特別損失

固定資産売却損 19

固定資産除却損 11

その他 5

特別損失合計 36

税金等調整前四半期純利益 1,535

法人税、住民税及び事業税 916

法人税等調整額 △31

法人税等合計 884

四半期純利益 650

EDINET提出書類

株式会社やすらぎ(E04016)

四半期報告書

15/25



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年１月21日
 至 平成21年４月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,535

減価償却費 31

販売用不動産評価損 282

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4

受取利息及び受取配当金 △2

支払利息及び社債利息 89

固定資産売却損益（△は益） △17

固定資産除却損 11

受取保険金 △11

社債償還益 △755

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,642

前渡金の増減額（△は増加） △432

営業貸付金の増減額（△は増加） 53

売上債権の増減額（△は増加） △5

仕入債務の増減額（△は減少） △331

未払金の増減額（△は減少） △283

その他 149

小計 6,959

利息及び配当金の受取額 2

利息の支払額 △95

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △475

保険金の受取額 11

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,402

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4

有形固定資産の売却による収入 211

無形固定資産の取得による支出 △1

その他 8

投資活動によるキャッシュ・フロー 215

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,314

長期借入金の返済による支出 △1,862

社債の償還による支出 △1,144

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,320

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,297

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △0

現金及び現金同等物の期首残高 5,823

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 8,120
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

１　連結の範囲の変更

子会社である株式会社バンカーにつきましては現在清算手続中であり、四半期連結財務諸表に重要な影響を

及ぼさないため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

　

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

当社代表取締役社長（当時）須田忠雄らが平成18年１月期において、売上高及び営業利益を過大計上したと

の告発状が、平成21年４月６日付で前橋地方検察庁に受理されたとの事実が確認されました。当社は告発された

内容につき、現在調査を継続中であります。平成21年４月16日に調査委員会による調査報告書が提出されました

が、当該事案につきましては、その法的評価につきましても、調査委員会は結論を留保しております。従って、前

橋地方検察庁の捜査が未だ完了していないことから、過年度の連結財務諸表に及ぼす影響を確定することがで

きません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月20日)

前連結会計年度末
(平成21年１月20日)

※１  担保資産及び担保付債務

      担保に供している資産は次の通りであります。

預金 494百万円

販売用不動産 801

営業貸付金 311

建物及び構築物 129

土地 517

  計 2,255

 

      担保付債務は次の通りであります。

一年内返済予定の長期借入金 313百万円

長期借入金 558

  計 871

        なお、上記の他に短期借入金296百万円、一年内返

済予定の長期借入金50百万円、長期借入金237百万

円に対して、販売用不動産616百万円、仕掛販売用不

動産25百万円、建物及び構築物8百万円、土地19百万

円を登記留保として提供しております。

 

※１  担保資産及び担保付債務

      担保に供している資産は次の通りであります。

預金 462百万円

販売用不動産 3,635

営業貸付金 319

建物及び構築物 196

土地 540

  計 5,154

 
      担保付債務は次の通りであります。

短期借入金 823百万円

一年内返済予定の長期借入金 359

長期借入金 588

  計 1,771

        なお、上記の他に短期借入金566百万円、一年以内

返済予定長期借入金50百万円、長期借入金249百万

円に対して、販売用不動産921百万円、仕掛販売用不

動産122百万円、建物及び構築物8百万円、土地19百

万円を登記留保として提供しております。

  ２  貸出コミットメント契約

　　①シンジケートローン契約

      当社においては運転資金の効率的な調達を行うた

め取引金融機関５行と貸出コミットメント契約を締

結しております。これらの契約に基づく当第１四半期

連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであ

ります。

貸出コミットメントの総額 10,000百万円

借入実行額 10,000

差引額 ―

      なお、平成20年５月20日をもってコミットメント期

間は終了しており、当該契約に基づく借入残高は

8,333百万円であります。

　　②コミットメント付タームローン契約

  　  当社は、平成20年８月29日付で取引金融機関１行と

コミットメント付タームローン契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく当第１四半期連結会計期

間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

コミットメント付タームローン

の総額
1,000百万円

借入実行額 693

差引額 307

      なお、平成20年12月22日をもってコミットメント期

間は終了しており、当該契約に基づく借入残高は296

百万円であります。

  ２  貸出コミットメント契約

　　①シンジケートローン契約

      当社においては運転資金の効率的な調達を行うた

め取引金融機関５行と貸出コミットメント契約を締

結しております。これらの契約に基づく当連結会計年

度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 10,000百万円

借入実行額 10,000

差引額 ―

　　②コミットメント付タームローン契約

      当社は、平成20年８月29日付で取引金融機関１行と

コミットメント付タームローン契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく当連結会計年度末の借入

未実行残高は次のとおりであります。

コミットメント付タームローン

の総額
1,000百万円

借入実行額 693

差引額 307

 

※３  たな卸資産の所有目的変更

      連結子会社の株式会社バリュー・ローンの不動産

賃貸・管理業の目的追加による定款変更に伴い、貯蔵

品から有形固定資産に241百万円振替えております。

※３  たな卸資産の所有目的変更

―――
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当第１四半期連結会計期間末

(平成21年４月20日)

前連結会計年度末

(平成21年１月20日)

※４  営業貸付金の内容

住宅ローン債権 4,116百万円

事業用貸付債権他 168

  計 4,285

※５  有形固定資産の減価償却累計額

建物及び構築物減価償却累計額 368百万円

建物減損損失累計額 44

その他減価償却累計額 121

  計 534

※４  営業貸付金の内容

住宅ローン債権 4,163百万円

事業用貸付債権他 175

  計 4,338

※５  有形固定資産の減価償却累計額

建物及び構築物減価償却累計額 390百万円

建物減損損失累計額 45

その他減価償却累計額 117

  計 554
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(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月21日 
 至　平成21年４月20日)

※    販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 29百万円

従業員給与 534

賃借料 71

租税公課 100

減価償却費 16

広告宣伝費 318

製品保証引当金繰入額 39

役員退職慰労引当金繰入額 4

旅費交通費 50

仲介手数料 83

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月21日 
 至　平成21年４月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 8,620百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △500百万円

現金及び現金同等物 8,120百万円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年４月20日)

及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 21,025,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 293,227

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なものでは

ありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

　

　
中古住宅再生
事業(百万円)

収益物件運営
事業(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

11,273 879 193 12,346 ― 12,346

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

－ 0 1 1 (1) ―

計 11,273 879 194 12,347 (1) 12,346

営業利益又は営業損失(△) 1,142 △ 225 120 1,037 (95) 942

(注) １. 事業区分の方法

         事業内容を勘案して区分しております。

２. 各事業区分に属する主要な内容

事業区分 主要な内容

中古住宅再生事業 中古戸建住宅の再生、販売

収益物件運営事業 テナントビル、マンション、アパート等の販売

その他事業 テナントビル等の賃貸、住宅ローンの貸付・回収他

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別
セグメント情報の記載は省略しております。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年１月21日　至　平成21年４月20日)

  海外売上高がないため該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月20日)

前連結会計年度末
(平成21年１月20日)

　 　

１株当たり純資産額 685.70円
　

　 　

１株当たり純資産額 654.01円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月21日 
 至　平成21年４月20日)

１株当たり四半期純利益 31.39円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月21日 
 至　平成21年４月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 650

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 650

普通株主に帰属しない金額(百万円) －

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,731

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社やすらぎ(E04016)

四半期報告書

24/25



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月26日

株式会社やすらぎ

取締役会　御中

　

清友監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　田 　 口  　邦  　宏 　㊞　

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　後 　 藤  　員  　久 　㊞　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社やすらぎの平成21年1月21日から平成22年１月20日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成

21年１月2１日から平成21年４月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

  当監査法人は、下記事項を除き我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有す

る者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

記

「追加情報」に記載されているとおり、会社の代表取締役社長（当時）須田忠雄氏らが平成18年１月期に

おいて、売上高及び営業利益を過大計上したとの告発状が、平成21年４月６日付で前橋地方検察庁に受理され

たとの事実が確認された。会社は告発された内容につき、現在調査を継続中である。平成21年４月16日に調査

委員会による調査報告書が提出されたが、当該事案については、その法的評価についても、調査委員会は結論

を留保している。従って、前橋地方検察庁の捜査が未だ完了していないことから、過年度の連結財務諸表に及

ぼす影響を確定することができない。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、上記事項の四半期連結財務

諸表に与える影響を除き、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準

拠して、株式会社やすらぎ及び連結子会社の平成21年４月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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